
査全体辞
書が収入周街成を甜して

体育・スボ-ツが、人間の精神的・身体的健康

の維持・増進に役立ち、さらに、自分をとりまく

人間関係を良好に保つ絶好の手段として大きく認

識され、また地域社会にあける住民の主体的人間

関係の向上と発展に大きな役割を担っているO

こV　・-　*・' ':一　一　　--. ・:

体力増強、また疏外されつつある人間性回復に体

育.ス/T-ツを通して実践する人々が増加し、そ

の内容も多様化している.

・・　　　-　I I I'

54年10円「健康都市宣言.を行い、以来両と市民

が一体となって而民-人ひとりの心身と健康と明

るく豊かな市民生活の営める街つくりを市政の一

大Ej標とし、あらゆる分野から施策を結集、その

実現を目指し、総合的な施策の推進に努めている。

;
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繁栄する地嚇土を目指して
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商業
東栄する彪縦会を節して

商業は、九州の中枢管理都而としての都市の特

性を背景に順調に発展してきたo特に小売業にあ

いては上通・下通・新市筒一帯の中心商店街は広

㌔.も: I-.●高架癖癖
、、＼_一　　一　1、 -~P

-:.l >売某

51.0%

75,592人
却卦小売業・飲食店
扇raawa-ni

年間販売鍍
2,054 ,395百万円

卸売業

34.7

小売業

27.E
在日売業

70.1%

下通り商店街

く県域全体を商園としている。

県内にあける本市商業の集積割合を貝ると年間

販売額で卸売業65.7%、小売業44.2%を占めてい

る。 (昭和57年商業統計)

○産業別就業人口

産業別就業人口の割合は、第1次産業9 ( 、第

2次産業20.2%、第3次産業75.5　　昭和55年国

勢調査)となってあり、商業・サ-ビス業の多い

第3次産業主導型の就業構造となっている。

商業の振興

○魅力ある商店街の形成

商店街は中心商店筒と市内の数箇所の要点にあ

る地区型商店街及び最等商品を主として販売する

近隣型商店街によって構成されているが、これら

の商店街かそれぞれの矧掌に応じた望ましい姿で

発展することを目指している。

○流通機能の拡充

本市は九州内で奇数の卸売業の集積都市として

発展してきたか、.昨芸の流通構造の変革に対して

抜本的な対応か必要とされているOこのため流通

セン5?- (流通業務団地)の建設の推進により本

市の流通機能の拡充発展を図ることとしている。

流通センターは市街地に集中している流通業務施

設を再配置することにより、流通機能の向上と都

両機能の円滑化を図るもので市南部地域に約53

haの規模で事業を実施中である。

なお、このセンタ-を拠点として二ユ-メディ

アjミユニイティ推進の-環である広域流通ネッ

トワーフを慣築する予定であるc

o地場物産の振興

伝統に育まれた優れた特産品が多数あり、これ

らの企業の振興を因るとともに、全国各地での物

産展の開催などを通して地場産品の販塔拡張を図

る。

中小企業の振興
・　　　　　　　　　∴

役割を担っているO　したがって、中小企業の振興

については、各種指導事業及び事業助成制度を実

施している。

○中小企業金融制度

本市は、独自の融資制度を設け、昭和59年度の

"-　*　　・　　　　　;・i　　　　　　　　　-　‥j

して、中小企業の経営安定に努めている。また、

制度のFI]潜化を図るため、信用保証協会へ出消毒

3億,000万円と預託金27億3,500万円を投入して

い:_^,
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_工業
繁栄する彪威社会を呂宿して
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=業は、そのほとんどが20人以下の小損槙企業

であり、業種的には食品=業を中心に出版I E口剛、

怠属製品、木材・家具、一般機械、衣服、窯業・

工石などの熊本市という都而の集積に依拠し、そ

れとの密接な係わり万が必要rdI都市型工業が主流

を占めている。

また、本市及びその周辺には、世界屈指の1C

=場をはじめ造船・自動車などの国際的な先端技

術産業が立地Ll、本市=業への生産的な波及効果

も保々に出てきてあり、既存工業の先端技術分野

への展開の牽引力ともなっている。

一万、テウノ7甘」ス建設にあたっては、熊本市

は熊本テウノボリス計画園域にあける缶都市とい

う位置つけであり、今後、既存産業集積の高度化、

高次都市機能の整備など、条件整備を進めながら

促進しなければ在らないO

工業の振興

上述した郡而塑=業の振矧まもちろん、 -層の

産業構造の高度化を期すための機械系=業の振興

や農畜水産業及び流通・餌食サ-ビス業と有機的

に絵合した、いれゆるシステム産業的な展開か可

能で地域経済の循環を飛躍的に高める可能性かあ

る食品工業の振矧こ重点をあきながら、下記の工

業振興丸策を実施しているo

o地場産業の振興

地場産業振興の基本となる「人つくり」をねら

いとして、経営研修、技術石刑　また、異業種も含

めた、新技術・新製品開発など宍同研究プルーフ

をfit]辰.台成し地場産業の知識集約化を促進するo

さらには企業診断弓旨導を通じて個別企業の近代

化・合理化を促進する。

○工業の選択的導入

テワノ刑ノJス建設促進によって、地域社会と調

和する、 IC関連工業、月イオインダストリ-な

ご-T.yi 'ミ1「叶--^..蝣:帝王牛と三二、1-,
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スチール製品製造工場

○工業墨盤の整備

昭和56年度に実施した「熊本而=業開発適性調

査」に墨つき、既存中小企業の域内再配置と先端

技楠産業の立地を促進するため、工場適地の整備

を図るc

o貿易の振興と貝反路の拡張

細熊本産業貿易振興協会や熊本貿易情報セン57

- (ジェトロ)の活用によって商談会、海外見本

市などを開催し、国内外にあける市場拡大を促進

耳TO..

W、 I,博鋸畏崇

市街:地層発
禁賛する彪梯社会を自虐して

■区画整理

本市では、計画的で秩厚ある街造りを目指し土

地区画整理事業を推進しているガ、本市ゥ工地区

国整理事業は、昭不ロ6年に国府第一土地区画整理

事業の17.3haを組合施行により行って以来、昭

和59年度に細事の認可を受け実動に入った城山上

代土地区画整理事業まで31US区1428.2 haについ

て行っている.この内現在施行中は、都市計画道

渇新市街水前寺線を始めとする幹線道路の円滑な

利用を因るE]的で、昭和52年度に事業認可になっ

た県施工の水前寺土地区画整理事業、及び都市計

画道措本荘御幸線外2路線を葛幹とした公共施設

の整備改善と宅地の利用増進を図り、健全な市街

地の造成をEj的として、昭和55年度に組合が発足

した南部第一土地区画整理事業、その他、快適で

住み良い街造りをEj的とし、昭和58^度組合発足

の佐土原第-土地区画整理事業、昭和59年度組合

発足の域LU上代土地区画整理事業の4地区である。

今後も、安全で、健康的な住み良い街造りを行

うため、市民に土地区画整理のP R、啓票等を十

分行い、事業化の促進を積極的に図っていく万針

である。

■市街地再開発

総合計画における土地利用の墨本的方向は、粟

北部地区については自然環境及び生活環境を保護

するため無計画右開発を規制し、南西部について

は錦合的な問発条件を整備し全而的に均衡のとれ

た土地利用をはかるものとしている。

熊本駅は、否両のほぼ南西部にあって、国鉄と

都市交通の結節点であり、中枢管理都市熊本の表

玄関である。

現在南西部地区については、熊本港の建設、流

通業務団地の建設、南部第-土us区画整理事業な

どの大型プロジェフトが整備されつつあり、将来

熊本駅及びその周辺は南西部地域発展の咳として

の重要な地域である。

この地矧こは、市領地再開発準備組合が結成さ

れ、活発な運動を展開しているので、本事業を強

力に推進するため、本両も57年度に畢本計画を作

成し、 58年度に事業推進計画の作成と現況測量を

実施した。

59年rEにあいては・、地質調査と現況捌量を引続

き実施した。さらに6rJ年度については、本再苛発

事業を具体化するため、引続き最重点項Ejとして

努力を注いでいる。,

●熊本駅前地区土地利用計画

⊂=コ駅前広LB整備　　巨≡∃撞涌景観整備　　　　　　商業プロップ再開発

⊂=コ幹線街路整備　[:=コ買物空間整備　　　⊂=ココ.、ンi・∃:I,フD¥プ稲葉

⊂=コ郡而申旺-ル整備　⊂=コー腫華場潤覇者整備　　　住冒プロップの整備

⊂=コ坪井川河畔整備　　　　　　　　　　　　⊂=コ商業・業務プロップの整備
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農林水産業
東栄する彪威社会をB超して
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■都市近郊農・漁業の振興

農業は、市街地を中心として北西部の中山問同

国地帯、西-南部の水EB地帯、粟部の畑ltg帯から

なり、農地面積4,405ha、農家戸数5,005戸を百

する都而近郊農業地帯である。

肥沃な土壌と温暖な気候に刀Dえ優位な立地条件

を生かして、米、野菜、みかん、花き、畜産など

を主体とした生産が行われている。

十万、水産業は、膏明海にあける海面漁業と養

殖を主とした内水面漁業からなり、漁家戸数は809

戸で、ノリ、 jjサリ、ブルマエビ、ウナギ、錦鯉

などが生産されている。

しかしながら、近年の農・漁業情勢は厳しいも

のがあり、加えて本両のような都市近郊震・漁業

では都市化の進展により、農地の減少、労働力の

不足、また用排水の汚染による生産環境(漁場環

境)の悪化が苦しく進行している状芳引こある。

このような中で、震・漁業経営の安定向上をは

かり、時代の要請に応じた生鮮貞糧墓地としての

機能を高めるためには、生産環境の改善が急務で

あり、本両では、農業振興地域整備計画、泊岸漁

業構造改善計画に墨つき各種の対策を進めているO

・1　　　"　-I*-　　　　　-　　　t H:

用排水措、農道の改良、ほ場の整備及び湛水防除

uどの土地改良事業を推進するとともに、生産機

械、施設の近代化と生産、流通の組織化を進める

-万、農地の百期禾し用と流動化をはかり、生産性

の向上を目指している。

漁業については、施設の近代化、栽培漁業の推

進、漁港の整備などにより漁業振興に努めている.

また、その担い手であるすぐれた農・漁業者の

確保も重要TdI課題であり、その育成指導に努めて

いるガ、特に次代を担う後継者に対して、農・漁

業後継者ブラフへの補助育成と後継者への結婚祝

豊制度などの対策を講じている.
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威光
粟栄する地域社会をB題L,て

本市は九州のほぼ中央に位置し、別称-良崎を　九州観光の一大拠点としてその機能を発揮しつつ

綻/Si九州横断国際敏光ル

とか交差する九州交通網

の要衝lこ在り、加えて国

際化か進みつつある熊

本空藩、次第に事業

UM良vmm遍くm　既

熊本新港

など新た

な都而匪交

配・m'm閉

:竜=L,t==　∴二

這み、

トと九州縦貫自動車道　あるo

また本市は-I森の都」と称されるように、豊か

な自然と多くの史跡に恵まれ「緑と水と史跡のま

ちこくまもと」として顎光害の誘致に寄<の施策

を講じているガ、中ても加藤清正築城のEj本≡音

域の-つ「熊本城」をはじめ、漬例な地下水湧く
蝣　　　　　　　　　-　I

生涯で知られるⅦ川ガラシャが苔む

した木立の中に眠る「ubt自然公園

(泰隣寺跡)」、それに夏Ej灘石、小泉

ノ「＼雲、森鏡外、徳富虚花など明治の文

豪の文学遺跡等ノマ市内あちこちに

数多くの歴史的.文化的観光資源が点在しているO

そのほか剣聖宮本武蔵が兵法五楠の書を著した

「岩戸観昌(霊巌澗) ・五百羅漢」平安の菖女流

歌人檀垣姫が日参した「較jT滝」や激石の小説「草

枕」ゆかりの地をつつみ込hJだ広大右西山地区の

自然を活かした観光開発も進めているrJ

このような豊かな朝光資源と九州の位置的中心

という条件を活かして、本市は現在各種大会や修

学旅行などの語至射足道を活発に行っているガ、市

電の走る城下町風情と近代的な街並の中に歴史の

香りただよう風格ある都両として、全国各地や外

国からも宙仕

えている。

500万人近い　　観光害を迎
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基幹変通
禁賛する彪堵社会を月者L/て

書熊本空港

昭不日46年4月、高遊原台地に開港した熊本空港rま、開巻以来

施設の整備充実、措線網の拡充が進められ、昭和55年には、ジ

ェット機の大型化に対応した3千m滑走路が完成し、現在、全

Ej本空転が1 Ej大阪5便、粟京3便、昌古屋2便、沖縄1便、

東亜国内航空が東京2便、高松1贋を往農運行しているO

また、国際化社会が進展する中で、国際空港化への努力も続

けられてあり、韓国、中国、東南アジア、ハワイ万面へのチ-†フ

一夕-便の実績のほか、昭和54年10矧こ熊本～ソウル間の定期

便が実現し、さらに、昭和58年4矧こは国際線9-ミナルビル

かオ-ブン、続いて貨物ビルの新設工事も計画されているO

このよう[=空港施設の充実、航空昆呂線の拡充[=とも#い、開

港当初の昭和46年度には48万人にすぎなかった乗降客が昭和59

年度には3倍強の164万人に達してあり、今後、熊本テウノポ

リス建設の進展などにより、熊本空海の果す役割は、これまで

以上に重要なものとなることか予想されている。

■国　　鉄

本市を走る国鉄は、九州を縦断し、福岡、鹿児島方面に通ず

る鹿児島本線と、九州を横断し、大分万面に適する豊肥本線か

交わり、九州の大動脈として、流通、観光、情毒針云達等広い分

野にれたって、重要な役割を果している。

而域内には、両線が縫節する熊本駅のほか、毘児島本矧こ上

熊本駅、川尻駅の2駅、豊肥本線に南熊本駅、水前寺駅、竜□

□駅及び、昭和56年1 0日に新設された武蔵塚駅の4駅があり、

全駅で年間1千万人以上に及ぶ多数の粟隆昌が数えられているO

しかしながら、航空路や高速自動車道の整備などにより、昭

和40年代までは増加琴調にあった乗降客数が昭和50年代には減

少順同に転じ、貨物転送も、近年、減少の一途をたどる状況と

なっている。

一万、長崎、東北、北陸、北海道新幹線とともに整備5線の

1つになっている九州新幹線鉄道(福岡～熊本～鹿児島、計画

延長約270灯1)は、都市間交通の利便性の飛躍的な向上をもたら

し、地域発展に大きく寄与するものとして、その早期着工が待

ち望まれている。
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■九州縦貫自動車道

本州と連結する九州の動脈路線としての九州縦貫

自動車道は北九州～鹿児島、宮崎を結ぶ計画延長432

kmの高遠自動車道であり、現在、北九州～ノ1代、え

びの～箆児島、えびの～宮崎閏の約330km、総延長

比約76%か供用されている。

熊本県内では、熊本～植木間が昭和46年に開通し

その後昭和55年の松橋～ノ1代闇倶用開始に至るまで、

順調に供用区間を延ばしてあり、昭和59年には熊本

～植木間の1 Ej平均交通量か20,000台に達し、その

利剛犬Mも活況を呈している。

しかしながら、本県以南のノ1代～人吉問、.人吉～

えびの闇は、現在のところ未完成であり、九州縦貫

自動華道か、九州における交通運輸ネットワープの

萱幹として、本栗の吉十画効果をあげるためにも、ま

た、九州中央に位置する本市の拠点性の一層の向上

をはかるためにも、その早期完成が待たれるところ

となっている。

■熊本港

i　　　　　;・　　　　・　　　　--　.

資流通の拠点として、熊本両都市園に低コスト大壷

輸送の海運の門戸を開き、涙外貿易の窓口として、

貿易の振矧こ寄与するとともに、企業の立地や道路

網の整備などを通じて、本市西部域はもとより広く

都市圏経済の発展に貢献する基幹流通施設であるo

昭和54年に着手し昭和59年には橋梁及び上部=事

や物揚場などの工事もほぼ完成するなど、昭和61年

度の開港をめざし現在急ピッチで工事が進められて

い:o>一

将来にあいては、 15,000-30,000t級の船舶が接

岸できる岸壁が設けられ、港湾埋立矧こは、流通7]口

工型工業の立地する工業団地も確保される予定であ

り、熊本都両国の発展のため、そのIEjも早い完成

か待ち望まれている0
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市議会

本両議会は、市民から選ばれた議員52昌に

より構成され、会派としては、自民ブラフ

( 29呂)、 Ej本社会党(10召)、公明党(8昌)、

Ej本共産党(3昌)、民社党(2呂)の5会派

か結成されているO

会議は、年4国開かれる定例会と必要があ

る場合に開かれる臨時会があり、内部の審査

機関としては、常任委員合と特別委員会があ

●歴代市議会議長

る。常圧委員会は総務-教育民生つ封建蔵主

・経済・建設・公営企業の6委員会かあり、

所管部門の事務を調査し、議案・陳情等の審

査を行うO特別委員会は必要に応じて議会の

議決により設置され、付議された事件を審査

するもので、現在、議会運営、熊本都而園、

水前寺・江津湖整備、嘉島町の請願に関する

調査の各特別委員会がある。

.4- E . ^ 就 任 f E R E] 退 任 年 月 巳 代 氏 名 京町壬 年 月 Ej 退 1王 年 Jj □ 代 氏 呂 就 イ王 年 月 E ] 退 任 年 月 E]

′1 毎 馬 源 r̂ J Bg ;台 2 2 . 4 .? 6 明 治 2 4 . 1 ー2 1 1 2 佐 藤 喜 佐 男 昭 不□1 7 . ノI2 3 ノノ 2 2 ▼ 4 .2 9 2 3 坂 梨 白 露 昭 不口4 3 ▼ 7 .1 3 昭 和 4 5 .1 2 . 4

2 興 津 宗 章 ノノ 7 4 ▼ 1 .2 2 ノノ 2 8 ▼ 5 .1 3 1 3 佐 寝 真 佐 男 ノノ 2 2 . 6 . 9 ノノ 2 3 . 4 . 7 ? A 黒 皿 弥 l 郎 ノノ 4 5 . 12 ー 4 ノソ 4 6 . 4 .3 C

3 I:可 原 惟 現 J) 2 8 . 5 .1 4 ノノ 31 . b .2 2 1 ∠ー 大 塚 勇 次 郎 ノノ 2 3 . 6 ▼ 5 ノノ 2 6 一 4 .2 S 2 5 清 水 清 ノノ 4 6 一 5 .2 C ノソ 4 8 . 6 . 6

4 吉 永 為 己 ノノ 3 1 . 5 .2 3 ノノ 3 6 . 2 . 5 ' 1 5 大 塚 勇 次 那 ノノ 2 6 ▼ 5 .1 5 ∵ ?0 4 " 2 6 古 川 園 玄庄 十十 r-i ti ノノ 5 0 . 4 .3 0

5 ] 」 司 珠 l ノノ 3 6 . 2 、 6 ノノ 3 7 . 4 .3 0 1 6 素 姓 安 次 ノノ 3 0 . 5 .2 1 ノノ 3 4 . 4 . 8 2 7 紫 垣 正 良 )) 5 0 . 5 . 1 6 ノノ 5 2 . 6 . 4

6 吉 永 為 己 ノノ 3 7 . b .2 7 大 正 2 . 4 .3 0 1 7 打 出 イ」3" 行 ノノ 3 4 ▼ 6 .1 2 ノノ 3 6 . 3 .2 4 2 8 十 p s> ノノ 5 2 . 6 . 4 ノノ 5 4 . 4 .3 0

フ t ; 蝣'. 大 正 2 . 5 . 1 0 ノノ 6 一 4 .3 0 1 8 可 坂 葦 . 夫 ノノ 3 6 . 3 .? 4 ノノ 3 8 . 4 .3 0 2 9 罵 東 塵 孝 ノノ 5 4 . 5 . 1 4 ノノ 5 6 ▼1 2 . 8

a 山 隈 倭 ノノ 6 . 5 . 1 5 ノノ 1 0 . 9 .3 0 1 9 阿 部 次 郎 ノノ 3 8 5 . 18 ノリ 4 0 ▼ 3 .1 8 3 0 f4 L _ '浩 幸 JJ 5 6 .1 2 . 8 ノノ 5 8 . 4 .3 0

9 迫 原 次 郎 ノノ 1 0 .1 0 ▼1 4 ノノ 1 4 . i∋.3 0 2 0 井 上 常 ノ1 ノJ 4 〔「 3 .1 8 ノノ 4 0 .1 2 ▼ 7 3 1 宮 原 光 JJ 5 8 . 5 .1 8 ノノ 6 0 . 9 . 6

1 0 山 隈 康 ノソ 1 4 ▼1 0 .1 2 昭 和 5 . 7 / ! 石 井 辰 嬉 ノノ 4 1 . 7 . 4 ノノ 4 2 . 4 ▼3 0 3 2 大 石 文 夫 ノノ 6 0 . 9 ▼ 6 在 任 中

∴ 平 野 程 起 ∃召利 I. 5 . 3 JJ 1 7 . 6 .1 4 2 2 阿 部 次 郎 ノノ 4 2 . ー2 0 ノノ 4 3 . 7 . 3

●歴代市議会副議長

代 氏 呂 就 任 年 f∃ E] 選 十三缶 S B 代 氏 名 就 イ王年 R E] 退 任 年 月 ヒ∃ 代 氏 名 就 任 年 月 Ej 退 任 年 月 E]

1 下 同 一 〔萱 明 治 2 2 . 4 .2 6 明 治 2 4 . ' .2 1 1 4 水 上 誠 京貝 大 正 1 0 -1 0 ー1 4 大 正 1 4 . 9 、3 0 2 7 石 井 辰 雄 昭 和 58 . 5 .1 8 昭 利J 4 1 . 7 ▼ 4

′つ
<c
下 ∈∃ 耕 造 JJ ? A . 1 .? 2 ノノ 3 1 . b .2 2 1 5 '" l - ] 芯 JJ 1 4 .1 0 .1 2 昭 和 4 . 9 .3 0 2 8 吉 相 貞 次 ノノ 4 1 . / . 4 ノノ <12 . 4 .3 C

3 片 山 甚 十 郎 ノノ 3 1 . 5 ▼2 3 ノノ 3 2 . 2 . / 1し、 平 野 提 起 昭 ネロ 4 .1 0 .1 2 ノノ 9 ー 5 A フ 2 9 佐 藤 寿 子 JJ 4 2 . 5 .2 0 ノノ 4 4 - 3 .? 4

4 ! ( . 蝣・蝣・" jE ノノ 3 2 一 2 . 8 ノノ 3 6 . 2 . 5 1 7 橋 本 寿 t ノノ 3 . ノノ 1 7 ▼ 5 .2 0 3 0 古 川 国 雄 JJ 4 4 . 3 .2 5 ノノ 4 4 6 .2 8

5 」, d j 十 庫 ノノ 3 6 . 2 . 6 ノノ 3 6 . 2 一1 1 1ナ 西 郷 r 恵 ノノ 1 7 . 6 ▼1 1 ノノ 2 2 . 4 ▼2 9 3 ' 岩 尾 恵 ノノ 4 4 一 9 ▼1 3 JJ 4 6 . 4 .3 0

6 薗 呂B 交 雅 ノノ 3 6 ー 2 .1 2 ノノ 3 6 . b ▼1 1 1 9 大 塚 勇 次 郎 ノノ 2 2 . 6 . 9 ノノ 2 3 . 6 . 5 I 3 2 ^ T ノノ 4 6 . 6 .2 0 ノノ . 6 . 6

7 板 垣 正 軌 ノノ 3 6 . 5 .1 2 ノノ 3 7 . 2 .1 2 2 0 二 I 蝣'= ノノ 2 3 . 6 . 5 JJ 2 6 . 4 .2 9 3 3 荒 木 胃 ノノ 4 8 . 6 . 6 ノノ 5 0 . 4 .3 0

8 幸∃ 働 格 巨∃ 那 ノノ 3 7 . 2 .1 3 ノノ 4〔一一1 1 . 4 2 1 北 利 民 ノノ 2 6 . 5 -1 5 ノノ 2 8 . 9 . 5 3 4 藤 山 増 蓑 ノノ 5 0 . 5 .1 6 ノノ 5 2 ー 6 ` 4

9 板 垣 正 軌 ノノ 4 0 .l l .1∠1 ノノ 4 2 . 1 .2 7 2 2 上 野 勉 ノノ 2 8 . 9 .2 5 ノノ 3 0 . 4 .3 0 3 5 矢 野 as 三 ノノ 5 ? . fi . 4 JJ 5 4 . 4 .3 0

1 0 ;可 FP f鼓 ノノ 4 2 . 1 .2 8 大 正 2 . 4 ▼3 C 12 3 森 光 害 ノノ 3 0 . 5 ▼2 1 ノノ 3 2 .1 2 .2 8 3 6 上 妻 重 蔵 ノノ 5 4 . 5 .1 4 ノノ 5 6 .1 2 ー 8

l l 宗 場 熊 喜 大 正 2 . 5 .1 0 ノノ 6 . 4 ▼3 0 2∠1 吉 相 貞 jR ノノ 3 4 ー 6 .1 2 ノノ 3 b . 3 .2 1 3 7 4 " ∵ 雫 で ノノ 5 6 .1 2 . 8 ノノ 5 8 . 4 .3 0

1 2 峡 諦 斎 ノノ 6 . 5 .1 5 ノノ 7 . 3 .1 0 2 5 坂 梨 日 露 ノノ 3 5 ▼ 3 .2 1 J J 3 / . 7 . S 3 8 白 石 正 ノノ ;8 . 5 .1 6 ノノ 6 0 . 9 ▼ 6

1 3 iR ノノ 7 . 3 .l l ノノ 1 0 . 9 .3 0 2 6 吉 相 貞 二次 ノノ 3 7 . 7 . 9 ノノ 3 8 . 4 .3 0 3 9 北 口 政 義 ノノ 6 0 . 9 . 6 在 任 LP
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e市議会議員　I.　-蝣.. 'I
氏 名 会 派 氏 ニ呂 会 派

荒木 あきひろ 自民ノフラフ 岩 下 雇、 沿 E] 本共産党

江 藤 正 行 ノノ .Hi Ej 本社会党

荒 木 哲 美 ノノ 杢 E∃ 恭 弼 ノノ

北 [] 政 義 ノノ 藤 本 昭 典 公 明 党

u ^ ヰ ノノ 竹 本 勇 自民ブラフ

吉 相 篤 夫 R -_ <i 吉 相 潔 ノノ

益 田 牧 子 目=奉共産党 村 上 亭 主 ノノ

亀 井 省 治 公 明 党 西 村 建 治 ノノ

角 E∃ 勝 浩 ノノ 白 石 正 ノノ

中 沢一 書成 ノノ 内 田 幸 吉 ノノ

主 海 偉佐玄匡 ∈∃民つラフ 沢 田 l 郎 [∃本共産党

伊 形 寛 コ台 ノノ 森 田 諌率 弓顧 日本ネ工芸党

内 野 元 ノノ 塩 沢 臣完 ノノ

宮 原 正 一 ノノ 山 下 喜 吉 公 明 党

本 EE 光 夫 民 ネ工 党 [∃ 尻 武 男 自民.フラフ

" I ft [∃本ネ工会党 紫 垣 正 良 ノノ

加 東 書 惜】 ノノ 」S :K 薬 子 ノノ

本 田 良 T ノノ 矢 野 昭 二 ノノ

吉 EB 精 l ノノ 宮 原 光 男 ノノ

佐々木 m 公 明 党 藤 山 増 美 ノノ

藤 本 栄 次 自民てフラブ 清 水 …看 ノノ

中 村 放 生 ノノ 相 L日 義 雄 ノノ

村 上 裕 人 ノノ 山 上 托 彰 Ej本社会党

帽 Ef] 幾 雄 ノノ 中 山 弘 現 ノノ

西 EB 続 ノノ 西 野 法 久 公 明 党

イ3= 療 公 平 ノノ 奥 村 禎 桶 ノノ

●常任・特別委員会(昭和60年9月6[]現在)

名 称 定数 所 管 事 項

鷲

荏

委

員

会

総 務 委 員 会 9 TF=函;73朝部、総務局、寅吉十至、消防局、選挙菅≡望委員会、監査委員、.公平委員会の所管に属する事項、itsの常1王委員会の所管に属しない事項

教育民生委員会 9 市民局、教育委員会の所管に属する事項

保健萄生委員会 8 保健衛生局の所管に属する事項

経 済 委 員 会 9 経済局、農業委員会の所管に属する事項

建 設 委 員 会 o 都市局、建設局の所管に属する事項

公営企業委員会 8 水温苛、交通局の所管に属する事項

特
別
至

宝

言義 会 運 営
特 別 妄 言ヨ 会 12 議会運営に関する事項についての審査

熊 本 都 市 圏
特 別 委 員 会 1b 熊本都而薗[= 関する総合調査

水前寺l江津湖整備
持 罫」 委 員 会 12 水前寺 .江津湖の総合的整備に関する調査

二= 嘉 珂0:)請願c 関す
る調査特別童貞呈 15 請帝第1 号r上益賎郡嘉島ffil!の熊本而編入万に関する請帝」についての審査

●市議会のしくみ
嚢 芸 …約…

て提案

.革決通報

市 議 会

本会 議 付託 委員 会
報告

意見書 関係行政庁

＼㌦ 三忘 這/ 欝霊
mm陳憎 傍聴 公聴

市 民
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三役

明治22年4月、而制施行により人口

42, 725人、面積5.55kfTiの熊本市が誕生した。

以来、 90余年の星霜を経て、本市は今、

人口55万人を超え(発足当時の約13倍)、

面積171.72KTl'(約31倍)の近代的中枢管

理都両として発展を続けている。

この間、周辺町村の合併等による都市

規模の拡大はもちろん、都市機能面にあ

いても、行政、経済、教育文化等の各分

野にあいて、九州の中枢的な役割を果し、

現在の繁栄がもたらされた,

本市の行政運営ra:、時代の流れ、都市

の成長とともに、多様な変遷を遂げてき

たが、広範かつ多様化する行政需要に的

碇に対応するため、昭和39年以来、総合

LfI十白'蝣'蝣?-策音し、言十3:U'千丁「-一蝣?サ!主ex-.*一市T':

運営に努めている。
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(左から成松助役、墨子市長、御厨収入役)

社会経済情勢の大きな変動を踏まえて、

昭不ロ56年rこ策定した新しい総合計画にあ

いては、全ての而民が心身ともに健康な

函Ejを過ごせる＼＼健康都市の実現" 、活

力ある＼＼近代都両の建設ノ/生活圏の広域

化に対I/Sする＼＼都両国行政の展開〟等を

まちつくりの萱本万向としてあり、本市

は現在、この総合計画に即し、その目標

の達成に向けて、全ての施策を展開して

UK*

今後はさらに、市民の声を絶えず而政

に反映させ、事務の近代化、行財政の効

率化に努めつつ、総合計矧こ墨つき毎年

策定する異体的な実施言十画の推進を通じ

て、希望と生きがいにみちた明日の熊本

両を建設することとしている。

代 氏 名 就 1王 年 月 日 退 任 年 月 日

第 1 代 杉 村 大 ノl 明 治 2 2 . 5 . 明 治 2 6 . 7 . 9

2 松 崎 為 己 JJ Z <a . 9 . 1 5 JJ 3 0 . 8 . 2

H 辛 監 格 ノノ 3 0 . 9 . 1 3 大 正 2 ー 1 . 2 0

∠⊥ Ⅱ」 E ∃ 珠 - 大 正 2 . 4 . 2 ノノ 3 ー 1 0 . 1 0

5 1衣 EB 昌 弓 、 ノノ 4 . 1 . 1 4 ノノ 6 . 9 . 3

6 1左 柳 藤 太 ノノ 6 . l l . 2 0 ノノ 1 0 . 1 1 ー 1 9

ア 高 橋 守 雄 ノノ 1 1 . 1 . 1 9 ノノ 1 4 . 7 . 1 3

8 辛 島 知] 己 ノノ 1 4 ▼ !. 1 4 昭 利D 4 . 7 . 4

9 L 「 ±-I I* 自書和 5 ー 2 . 5 ノノ 9 . 4 . 6

1 0 山 隈 康 ノノ 5 . 1 4 J) '¥ l . 5 . 1 3

l l 平 野 龍 起 ノノ 1 7 . 6 . 2 5 ノノ 2 0 . 8 . 1 0

1 2 石 坂 繁 ノノ 2 0 . 1 0 ▼ 4 ノノ 2 1 ー 3 . l l

1 3 ・1 4 福 EB 虎 亀 ノノ 2 1 . 6 . 1 4 J) 2 3 . 2 . 9

1 5 佐 藤 頁 佐 男 ノノ 2 3 . 4 ▼ 7 ノノ ? / . 3 . 7

1 6 林 田 正二 治 ノノ 2 7 3 . 2 1 ノノ 3 1 . 2 . 2 3

1 7 - 1 8 坂 口 主 税 ノノ 3 1 ー 2 . 1 5 1 ノノ 3 8 .

1 9 - 2 0 石 坂 繋 ノノ 3 8 ー 2 ー 1 5 ; ノノ 4 5 一 1 1 . 2 6

現 市 長 星 子 敏 雄 ノノ 4 5 . 1 2 . 2 0 在 任 中

藤本前石瑚
議　会・議　長 議　会　事　務局

収　　入　　役

烹　　*ji　　諜L講

保
健
衛
生
局

企　国広　穣　部

会

税　　務　　部

市　　民　　部

福　　祉　　部

(福祉事務所)

同　和　対　策　室

衛　　生　　部

清　　掃　　部

・鞘　　T m

観　　光　　部

農　林　水　産　部

産業文化会館

流通業務団地建設管理室

課
課
所務

書
他
事京

)

/

一

『

'

W

Y-S S*-

政
財
達

財
菅
調

絵　　与　　課

職　員　研　修　所

主　　税　　課・而　民　税　諜
資　産　税　課・納　　税　　課

地　域　振　興　課

而　　民　　課

碍1 s. m　宕　課

南部而民センタ-
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区　国整　理　諜・南部第-土地
区画整理指導所・都市再開発課
河　　川　　課

下水道管理課・下水道計画課
下水道建設課・蓮台寺下水処理場
秋津下水処理場

監　　理　　課・建　　築　　課
住　宅　計　画　課・住　宅　建　設　課
工　事　検　査　室

工　木　管　理　課・土　木　維　持　課
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監　査　委　員

選挙管理委員会

農　業　委　員　会

固定資産評価審査委員会

公　平　委　員　会

総　　務　　課・業　　務
電　　車　　課・自　動　車
整　　備　　課

企　画　財　政　課.総　　務　　課
経　　理　　課.営　　業　　課

末昌 水 課 . 醍 求 諜

水 ;? 課 . 堤 三rも5/q -f

監　　　査　　　事　　　務　　　局

選　挙　管　理　委　員　会　事　務　局

農　業　委　員　会　事　務　局

公　平　委　員　会　事　預　局
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昭和60年度予算は、補助金の一律かソトの影響や、

多樹ヒする行政需要に対応する財源の確保など、財政

運営は極めて厳しい状う矧こあるが、健康で潤いのある、

活力に満ちた近代都市の建設をEj指し、厳しい中にも

積極的、重点的な予算編成を行った。

特に市制1 00同年、来るべき21世紀を展望した自らの

まちつくりをEj指して、積極的な都市政策の推進を図

るため、広く市民の英知を結集L^　今後展開されるべ

きピジョンと記念事業の構想策定を行う熊本100年懇

談会の発足をはじめ、健康都市つくりの基盤となる西

部清掃=場や総合体育館-青年会館の大型事業の本年

度完成を目指して、建設の推進を図るo

また、都而緑化フ工v一開催の中心となる水前寺・

江津湖公園の整備、良好u市街地形成を白指す南部第

一土地区画整理事業、緑とふれあいを通じて心身の健

康増進を図るふれあいの森林整備、国の指定を受けた

アメニティ・タウンの岩十画策定など、快適な生活環境

つくりを目指して、整備促進に努めていくとともに、

教育環屍の整備や国際青年年への取り組みなど、豊か

な人つくりの推進を図っていく。

また、地域経済振興の拠点となる流通業務団地、熊

本港の建設促進とともに、商店街の振興、怠霞酎策の

拡充など地域経済の活性化を因っていくo　この他、近

年の技術革新と通信技術の進展に対応し、テワノポリ

ス構想及び二ユ-メデイy構想の促進、市勢の進展に

伴う都而圏行政の推進など、市政の各般にわたり各種

施策を積極的に展開することにしている。

その績栗、本両の当初予算規模は、一般会計985億

円(前年毘899億3,000万円)対前年度比、 9.5%増、特

別会計841億3,476万,000円(前年度816億2,273万7,

OOOPd)対前年度比3.1%増、企業会計254億7,758万4,

ooora (前年度241億3,938万9,000円)対前年度比5.5

%増、総計2,081億1 ,234万1,000円(前年度1 ,956億9,

212万6,000円)対前年度比6.396増となった。

一般会計にあける構成割合は、歳入面にあいて、昨

年同様自主財源と依存財源がほぼ均衡する安定した構
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迄を示しているO

一万、歳出面にあいては、民生勇(23.296)、土木費

(16.996)、教育費(14.7%)など、市民生活rこ密着し

た予算編成を行ったo特に、厳しい経済情勢が続く中、

i'・'・　-　　　　　　　　　　蝣,-.i　三　丁・・言　二.l--‥・:已

を目指して、単独事業に重点を置いた投資的経費を積

極的に予算化した。

このように、市民生活の充実と市勢の健全な発展を

期すべく編成した本年度予算の執行は、引き続き健全

財政の奉調を堅持すべく、創意工夫による経費の節減

を図りながら、効率的な運用に努める万針である。

●昭和60年度当初予算の主要事業

①幸せな市民生活をめざして

熊翻0時懇談会経昇一・　　-・3ぷ
中国帰国者対策経賢--・・　　　　-ll ,313

老人憩の家・生がい作業所建設事業-27,240
身体障害者福祉対策事業=-　　　--37 , 579
東部市民センタ-増築工事日.・・ -　3,500

生活保護適正化実施推進事業・,一・一- 3,000
救急医療対策経費　　　　　　　　--76, 113
老人対策事業-‥　　　　　　　　　蝣・87, 127

而民健康つくり推進経費--　　　・ 1 ,308
江津湖浄化対策経費= -　　　　　　　6 , 390

肺がん対策経渠---　　　　　　-- 2.000
予防接種経費=日日　　　　　　　　195, 377
5肖防施設整備経費- -　　　　　　- 23 , 055

②快適な生活環境をめざして
Pメニチイ・ダウン策定事業・・-　　・14.000
ピン.カン回収事業.-・・　　・ヤー・90,000
西部清掃=場(仮称)建設事業・・-・・ 4,272.961
扇田埋立地処分場建設事業- -　　220. OOC
新清掃事業所建設事業-　　　　　200.000

熊本地域地下水調査経費　　　　　-1 3 ,090
緑化事業-=-　　　　　　　　　130.00C
立fflli座活環境保全林買入事業一日目・62, 1糾
ふれあいの森林整備事業=・=　　-　蝣蝣60,000

都而緑化フェアー経葦日日・　　　--54 , 500
公営住宅建設事業・-　　　　　　3 , 537. 594
而道整備事業　　　　　　　　　1 ,518, 000

排水路整備事業・～.　　　　　　- 910.000
公国整備事業(単独　　　　　　- 565, 000
公共下水道築造事業--　　　・- 6,600,000
両都第一土地区画整理事業-=　　1 38 , 507

◎豊かな人間形成をめざして

義務教育施設大規模改修=章一　140 , 000
義務教育整備事業--　　　・・・ 1.211 ,410
育英奨学基金増資経費--・　　　- 38, 925
図書購入経買--　　　　　　　　　・50 , 000

総合体育館・青年会館建設事業- 3,019,723
コミュニティ-スポーツ施設整備事業78 , 782

④繁栄する地域社会をめざして
農業用排水措整備事業・--　　　= 624,000
農林水産業振興費金融資事業--・-　390.000

中小企業振興対策経費　　　　　　1 3 ,608
産業文化会館=スカレ-9-節付=翠50.000
動物園整備事業=-・　　　・・-　201 ,000
両民芸館整備事業--　　　　　1 90 ,000
流通業務団地造成事業--　　=　4,311 ,540

番両国行政推進及び
テフノ/Tリス構想関係経費--　- 127,000
ニューメディア関連経費・一.　　-25 ,000

●市税収入の税日別内訳(一般会計決算額)
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●性質別経費の状況(一般会計決算額)

●目的別経費の状況(一般会計決算額)
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■市民と市政をつなぐパイプとして

: i ".' . .　'　　　I I　--:-- ・　　　・

てあり、反映である」という基本理念のもとに、

すべての市民が「自分たちのまうは自分たちの享

で」という意識を高揚し、すべての市民の英知と

エネルギーを結集することを白標としているO
・ .  I I-　　　　　　　~-:　　i

心を高めるとともに、市政への而民参加を進める

ため、適時、適切な而政情預の提供と、広く市民

I　　　　　　　　　'　　　　　　∴

の活動を活発に展開している。

■広聴

市民相談窓口、総合案内所の設置、而政懇談会

の開催、市政モニター制度の活用、而民意識の調

査など。

市施設めぐり
70

施.a.
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